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名
張
の
魅
力
は
「
人
」

　
「
地
元
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
す
ご

く
感
じ
、
ま
ち
並
み
も
素
敵
で
好
き

に
な
っ
た
」「
出
会
っ
た
皆
さ
ん
は
本

当
に
優
し
く
て
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

　

そ
ん
な
声
が
聞
か
れ
た
の
は
、
今

年
２
月
の
「
三
重
の
暮
ら
し
体
験
会
」

で
の
こ
と
。
東
京
や
大
阪
か
ら
、
移

住
を
検
討
す
る
30
〜
40
代
の
４
人
が

名
張
を
訪
れ
、
和
菓
子
屋
や
酒
屋
な

ど
に
立
ち
寄
る
ま
ち
歩
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。
案
内
し
た
の
は
名
張
へ

U
タ
ー
ン
し
た
野
山
直
人
さ
ん(

写

真
左
）
と
、
結
婚
を
機
に
名
張
へ
移

住
し
た
北
森
仁
美
さ
ん
（
写
真
左
か

ら
二
人
目
）。
二
人
と
も
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
フ

ラ
ッ
ト
ベ
ー
ス
」（
元
町
）
の
運
営
者

で
、
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
を
創
出
し
た
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
特
別
な
準
備
は
せ
ず
に
ま

ち
を
散
策
し
ま
し
た
。
か
つ
て
の
私

た
ち
も
そ
う
で
し
た
が
、
ま
ち
の
人

た
ち
の
気
さ
く
で
自
然
と
受
け
入
れ

て
く
れ
る
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
え

た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
名
張

の
魅
力
は
『
人
』
な
ん
で
す
よ
ね
」

人
口
減
少
と
関
係
人
口

　

名
張
市
は
、
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

な
ば
ら
ぶ
。

な
ば
ら
ぶ
。市民発のブランドロゴ

なばりの皆さ
んの人柄に惹

かれました

  ― 東京・大
阪からの「三

重の暮らし体
験会」参加者

悩みや不安なことも支え合いで　
なんとかなる。　

人のつながりやあたたかさ、　　　
そして、市民から生まれる　　　
さまざまな活動がまちの自慢です。

チャレンジをしたい人や　　　　
元気になりたい人はぜひ名張へ。

名張の市民が「なんとかなるなる」
の精神で受け入れます。

重複する「な」をひとつにし、円の
中にいれることでつながりをイメー
ジ。緑は名張を囲む山々や田畑を、
オレンジは名張で暮らす快活な人や
人の温かさを表現しています。

「なばりらしさとは？」を、まちを愛する市民
や学生たちがワークショップで話し合い、ブラ
ンドロゴの創出に取り組みました。

ここからいろんなことが始まったここからいろんなことが始まった！

ン
と
し
て
、
も
と
も
と
移
住
者
が
多

い
ま
ち
。
自
然
と
住
民
同
士
の
支
え

合
い
が
育
ま
れ
、現
在
は「
地
域
共
生
」

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
は
止
ま
ら
ず
、

高
齢
化
率
は
35
％
超
。
団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
中
、
幅
広
い
世
代
に 「
地

域
共
生
」
の
取
組
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、

全
国
的
に
関
係
人
口
（
特
定
の
地
域

と
継
続
的
・
多
面
的
に
関
わ
る
人
）

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
然
豊
か
」
の
そ
の
先
へ

　　

名
張
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ

た
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
令
和
７
年

／
１
５
２
人
回
答
）
に
よ
る
と
、
市

の
イ
メ
ー
ジ
は
「
自
然
豊
か
」
が

67
％
で
最
も
多
く
、「
地
域
共
生
」
は

５
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

人
の「
つ
な
が
り
」や「
あ
た
た
か
さ
」

を
表
現
し
た
市
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
に

対
し
て
は
、
99
％
の
人
が
「
共
感
で

き
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

支
え
合
い
の
中
に
息
づ
く
名
張
の

「
人
の
魅
力
」
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
大
き
な

伸
び
し
ろ
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
人
の
魅
力
を
市
内
外
へ
伝

え
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
を
活
用
す
る
試
み
が

形
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

飛騨市でも、地域の担い手不足が顕在化。移住施策だけでは到底追い付きません。そこで、「関
係人口」に着目し、2017年に飛騨市ファンクラブを発足。会員は1.7 万人を超えました。
中には、より深く関わりたいファンもいて、まちの困りごとをお手伝いいただく「ヒダス
ケ！」の取組や、鮎釣り名人などに指南を受けるふるさと納税返礼品「おっちゃんレンタ
ル」も人気です。惹き付けているのは「人の魅力」ですよね。こうした市内外の人の交流が、
ポジティブなまちの空気感や、地域のウェルビーイング（幸福感）を生み出し始めています。

市は
２.1 万人
化率
６％ 飛

係人

ケ
ル
ポ

名張の魅力を出し合う。その数 800 ！ 「名張で幸せになれる人」の物語を紡ぐ

  キャッチコピーを 300 案近く作成 3案に絞り市民総選挙！投票総数8,204票

まちを愛する若者や学生、約 40人が集う

メンバー手作りの発表会でお披露目

2023 年 6月

2024年 3月

１ ２ ３

４ ５ ６

市民ワークショップに関わった市民の思いや
ロゴの魅力が伝わる約３分の動画を公開中！
（令和5年度三重県広報コンクール特選作品）３分動画

みんなの思いが伝わる

市 YouTube
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〜
人
口
減
少
社
会
を
生
き
る
〜

　　
今
年
度
、
市
で
は
人
口
減
少
対
策
に
向
け
た
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た

（
関
連

 

12
〜
13
ペ
ー
ジ
）。
関
連
事
業
の
一
つ
に
、
ま
ち
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　

始
ま
り
は
３
年
前
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
名
張
の
人
の
温
か
さ
を
表
す

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
ま
ち
が
好
き
で
、
楽
し
ん

で
、
つ
な
が
っ
て
活
動
す
る
若
い
人
た
ち
の
輪
が
広
が
り
、
ま
ち
へ
の
熱
量
を

測
る
独
自
の
指
標
「
な
ば
ら
ぶ
指
数
」
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
今
号
は
、

加
速
す
る
「
な
ば
ら
ぶ
」
の
最
前
線
を
特
集
し
ま
す
。

特 

集

“ 人口減少先進地 ”岐阜県 飛騨市 総合政策課　上田 昌子 さん 　
「人の魅力」が市内外の交流を生んで、まち全体が元気に！

https://www.youtube.com/watch?v=mgZei8j8JqY
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「
な
ん
と
か
な
る
」
は
他
力
本
願
？

　

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
の
発
表
後
も
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「『
な
ん
と

か
な
る
』
と
い
う
言
葉
か
ら
、「
勝

手
に
な
る
よ
う
に
な
る
」「
成
り
行

き
に
ま
か
せ
る
」
と
い
っ
た
他
力

本
願
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、残
念
…
」
と
い
っ

た
声
も
。
そ
う
し
た
中
、
ロ
ゴ
に

込
め
ら
れ
た
「
名
張
は
支
え
合
い

で
『
な
ん
と
か
な
る
』
ま
ち
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
り
多
く
の

人
に
届
け
、
ま
ち
を
元
気
に
し
て

い
こ
う
と
、
ロ
ゴ
の
活
用
方
法
を

話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
切
に
し
た
の
は
「
遊
び
心
」

　

ま
ず
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
支
え
合
い
で
、な
ん
と
か
な
っ
た
」

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
、
そ
の
内

容
を
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
。

ま
ち
へ
の
想
い
を
カ
タ
チ
に

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
が
き
っ
か
け
に
！

ま
ち
へ
の
想
い
を
カ
タ
チ
に

まちの魅力に
気付かないと…

名張には何もない。
おもしろくない。

名張にはいい人が
たくさんいるし、
楽しいところ。

・名張より他所がいい
・ グチを言いたくなる
・できれば名張を離れたい

・名張が好きになる
・魅力を伝えたくなる
・名張に定着したくなる

まちの
魅力を知る

まちに
愛着をもつ▶

▶

まちに
関わる

▶まちが
賑わう

　

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
の
創
出
や
活
用
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ち
を

愛
す
る
人
が
集
い
、
想
い
を
語
り
合
う
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た

つ
な
が
り
が
、
ま
た
新
た
な
活
動
の
種
に
な
る
―
―
。
名
張

で
は
今
、
そ
ん
な
素
敵
な
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
つ
な
が
り
の
中
か
ら
誕
生
し
た
の
が
、「
な
ん
と
か
な

る
な
る
マ
ン
（
通
称
：
な
る
な
る
マ
ン
）」。
名
張
の
人
の
温

か
さ
が
、
自
然
と
に
じ
み
出
る
動
画
の
主
人
公
で
す
。

▶

大
切
に
し
た
の
は
「
遊
び
心
」
で

す
。「
寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

た
だ
動
画
で
再
現
す
る
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
登
場
さ
せ

て
は
ど
う
か
」、「
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

伝
わ
る
４
コ
マ
マ
ン
ガ
や
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
よ
う
」、「
ロ

ゴ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が
ほ
し
い
」

な
ど
、
自
分
た
ち
が
「
や
っ
て
み

た
い
」「
楽
し
そ
う
」
と
思
え
る
ア

イ
デ
ア
を
次
々
に
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア

を
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
工
務

店
の
職
人
、
映
像
を
学
ぶ
専
門
学

生
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
が
得
意

な
人
、
演
劇
の
台
本
を
つ
く
っ
た

経
験
の
あ
る
人
な
ど
、
メ
ン
バ
ー

が
特
技
を
一
つ
一
つ
持
ち
寄
っ
て
、

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
具
体
化

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
、
支
え
合
い
で

「
な
ん
と
か
な
る
」
と
い
う
ロ
ゴ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
身
を
も
っ
て
示

す
活
動
に
な
っ
て
い
て
、
人
や
ま

ち
の
多
彩
な
魅
力
を
、
自
分
た
ち

の
カ
タ
チ
で
表
現
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

①「なるなるマン」の仮面デザインを検討　② 高校の文化祭などでカー
ドゲーム体験会。参加者の意見を反映　③ ロゴのシンボルツリーなどを
「まちの図工室」で制作　④ 「ばりフェス」での「なるなるマン」初登場
に子どもたちは興味深々  ⑤あべのハルカス近鉄本店（大阪市）に訪れた
人がカードゲームに挑戦。「名張の人の良さが伝わってくる」と人気

人口が減少する中、市では「シティプロ
モーション戦略」に沿って、単に知名

度向上を目指すのではなく、➊ まちの魅力
に気付き  ➋ まちに愛着を持ち ➌ まちに関
わる人を増やし  ➍ まち全体の価値を高め
ていこう という取組を進めています。

まちの魅力に
気付くと…

まちの魅力に気付いてもらうことが取組の出発点

シティプロ
モーション
戦略

さらに、まちの魅力をたくさん挙げられる人ほど「まちをよく

するために活動したくなる」傾向にあるという研究結果も！

さらに
魅力が増す

なんとかなるなるマン
衣装デザイン・制作、台本、撮影、
編集など、動画制作の全てをワーク
ショップメンバーが担う

➊

➍

➋

➎

➌

「なんとかなった」エピソードをお寄せください 多くの人が＂名張らしい＂と共感！ ブランドロゴをご活用ください
ブランドロゴは、名張を愛する全ての人・団体・企業の皆さんにご活用いただけます。活用
方法は、グッズや名刺、チラシ、SNS などのほか、「ロゴ入りマットをリースすれば小学校
にモップを寄贈する取組」などさまざまです。　※商用のみ要申請

応募はこちら！

出 会 い
お題以外のエピソードもOK（抽選対象）

1

3

2

4

寄せられたエピソードをもとに、動画や４コマ漫画などを作成し、名張
の人や活動の魅力を発信しています。毎月抽選で３人にQUOカード
500円分をプレゼント！みんなで名張の「人の魅力」を見直していこう！

ロゴのデータ

ブランドロゴは、名張の人やまちの雰囲気に合っている 82.4%
※市内で開催されたイベント（ばりフェス）の来場者 347人にアンケート

0101 0202

03030404

4月のお題

https://www.city.nabari.lg.jp/s010/090/200/20230525132138.html
https://www.city.nabari.lg.jp/s010/090/200/20230419151248.html
https://nabari-city.note.jp/m/mf0c5d52d7dd9


 ブランドロゴ
活用ワークシ

ョップ

　　　　令和 8年 2月のワークショップに参加したメンバー
　3年間で約 80人がロゴの創出・活用ワークショップに参加！

「なばらぶ」あ
ふれる　ロゴ

グッズをご紹
介！

名張の人なら、思わず「あるある！」と言いたくなる
ようなエピソードや、名張を象徴する場所・人など
が 100 枚のカードに！楽しみながら、名張の人のつ
ながりや温かさを感じられるカードゲームです。今
後、地域のいろんな場面で活用していきます。

英心高校  新 2年生
（後列左から）

山本 光
らいと

さん、尾崎 渉
しょう

さん

大渕 奏
か な と

音さん
（前列左から）

亀山 莉
り く と

久人さん
口
くちはら

原 蓮
れ ん と

斗さん

  カードゲーム

「なばばばーん !!」

先生の紹介もあって「名張のために何かしたい」と、誘
い合って参加。最初は不安でしたが、メンバーの皆さんが
明るく優しく接してくれました。勇気を出して意見を出す
と「めっちゃいいやん！」と返してくれたのが印象的です。
市民の皆さんからは困った時に近所の人が助けてくれる

エピソードがたくさん！ワークショップの雰囲気も相まっ
て、名張は支え合いにあふれるまちなんだと感じました。
人や場所など、名張の魅力がぎゅっと詰まったこのカー

ドゲームは、私たちの自信作です。子どもから大人まで、
幅広い世代の皆さんに楽しんでもらえたら嬉しいです。

ショート動画
「なんとかなるなるマン」
なんとかなったエピソー
ドをもとにショート動画
を作成。おっちょこちょ
いな「なるなるマン」が、
みんなの力で人助け！？

川澤 天
てん

さん（写真左）　専門学校で映像を学んで
います。この技術が地域活性化に生かせるなん
て、ワクワクするじゃないですか。自分が頼ら
れたのもうれしかったです。ワークショップで
は「こんな人がいるんや」「こんな活動がある
んや」と知ることができて、めちゃ新鮮ですね。

原口 楽
がく

さん（写真右）　「新ヒーローのお披露目
をするから来て」と言われ、「何それ？」って
思いましたが、地域が盛り上がる予感がして、
面白そうやなって。「地域をよくしたい」とい
う目標を持って、いろんな世代や立場の人が集
まっている場は、すごく刺激があって楽しい！

高校時代は、イベン
トで地域を盛り上げ
ていた2人。その活
動で知りあっていた
ワークショップメン
バーに誘われ、参加
するように。

高校の同級生で
誘い合って参加！

市役所 1階には屋台風のエピソード記載台「なる
なる屋台」を設置。困りごとの相談窓口を紹介し
たり、まちをよくする提案箱を置いたりもしてい
ます。ロゴのシンボルツリー「なるなるの木」（写
真右）は、ワークショップメンバーも運営に加わ
るイベント「ばりフェス」で、マルチに活躍中！

エピソード記載台

なるなる屋台
＆

シンボルツリー

なるなるの木

幅広い世代に楽しんでもらいたい！

いろんな人と出会える場は刺激的！

名張愛がふくらんでます！
　名張を好きな人たちがこんなにいたのか
と驚いたのは 3年前。一緒に活動してい
るうちにどんどん名張愛がふくらんでいき
ました。工務店で働く私は、シンボルツリー
や屋台をみんなで組み立てられるよう、夜

な夜な設計したことも。職種や性格が異なる人たちが力を合わせて
「あれもしたい」「これもしたい」と楽しんでいるうちに、まさに「な
んとかなる」ことが増えてきたように思います。

4コマ漫画 × ポスター

詳しくは
HPで！

ロゴの創出から継続参加！

自分たちのまちの良さを「自分の言葉で語れる」まちに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　studio-L　洪
ほん

 華
ふ ぁ な

奈 さん
 全国各地でコミュニティデザインを実践 。ロゴ創出から活用までをサポート　

「ばりフェス」との連携でシティプロモーションを推進
ブランドロゴ創出ワークショップで意気投合したメンバーなどが「名張の魅力を

もっと知ってほしい」と始めた催しが、「隠
なばり

BALIBALI NABARI fes（ばりフェス）」
です。年に3回様々なテーマを考え、市役所市民広場で開催しています。
昨年 5月、「ばりフェス実行委員会」から提案があり、ロゴの活用など市と連携

してシティプロモーションを進めていくことに。親子連れなどで賑わう「ばりフェ
ス」は、動画のお披露目や、新しいロゴグッズを紹介する場にもなっています。

ばりフェス実行委員

面白そうだった
ので途中参加！

高山  太一さん

自分たちの「やりたい」「楽しい」という気持ちをベースに、自主的に話し合いを
重ね、「まずはやってみよう」と活動していたのが、名張の皆さんのすごいところ。地域
の温かさを表現したブランドメッセージはとても魅力的ですので、ロゴに込められた思
いを繰り返し広めていくことで大きな力になるはずです。一人一人が、まちの良さを「自
分の言葉で語れる」。名張がそんなまちになっていくことを期待しています。

「こんなグッズを作ってみたい」「こんな活用を
してみたい」と思った皆さん、ぜひ、ロゴの活
用アイデアをお寄せください。詳しくはHPで

名張愛

なんとかなったエピソードを紹介
する4コマ漫画がポスターに！

「ナ」の文字を
 描くポーズ
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　市民ぐるみでのシティプロモーションの取組が始まって 3年。「シティプロモーショ
ンアワード 2025」で金賞、「自治体広報AWARD2025」シティプロモーション部門
で銅賞を獲得するなど、その取組は全国的に評価されています。各賞で審査いただいた
3人に、評価のポイントや今後の取組で期待することなどについて聞きました。

名張市の取組の優れた特徴は「積極的な地域連携」です。地域で暮らす市民と、地域
外から関わろうとする人たち。この両者の思いを行政がうまく組み合わせることで、名
張ならではの魅力的な暮らしが改めて見えてきます。その魅力を市のブランドとして発
信し、新たな関わりを生み出していく。このらせん状に立ち上がる状況を「なばらぶ指
数」でしっかりと測っています。現場での熱意あふれる活動と行政の冷静な分析が組み
合わさることで、大きな成果へとつながっていくと期待しています。

　シティプロモーション戦略策定から効果測定まで細部にわたり工夫がみられ、こ
れからシティプロモーションを始めたり、効果測定に困っていたりする自治体のお
手本となると思います。まち全体の情熱を絶やさないように、場づくりや仕組みづ
くりを多岐にわたり実践できているのは、市民の皆さんがまちづくりに関心を抱き、
自ら行動を起こしているからではないでしょうか。シティプロモーションが名張の
未来にどのように効いてくるのか…今からとても楽しみです。

　名張市の取組の最大の成果は、「まちのエンジンが止まらない状態」をつくり出して
いる点です。市民一人一人がまちに関心を持ち、小さな行動を起こし続けていること
で、シティプロモーションを前に進めています。行政と市民が対等な関係で関わり合
い、まちの未来を少しずつ更新していく。その過程そのものに大きな価値があり、今
後どのように育っていくのか楽しみです。皆さんが主役として関わり続けられる「余白」
があるからこそ、まちへの熱量がずっと冷めずに続いているのだと感じました。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
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と
な
る
の
が
、「
ま
ち
の
情
熱
サ
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」
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す
。
こ
れ
は
、
名
張
の

魅
力
へ
の
気
付
き
や
発
信
、
活
動
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
ま
ち
へ
の
熱
量

を
高
め
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

市
は
、
こ
の
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ク
ル
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っ
て
、

ま
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に
関
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を
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て
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き
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ま
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愛
着
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和
４
年
度
の
39
・
５
か
ら

令
和
６
年
度
の
43
・
７
へ
と
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
内
外
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
取
組
を
進
め
、
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
「
名
張
に
愛
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を
持
ち
、
ま
ち

の
将
来
に
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体
的
に
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協
力
者

で
、
ま
ち
に
活
気
が
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れ
る
」
状

態
を
作
り
出
し
、
持
続
可
能
な
も
の

に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
皆
さ
ん
の
ま
ち
へ

の
「
情
熱
」
な
の
で
す
。

公共コミュニケーション研究所代表、東海大学客員教授　河井 孝仁さん

生駒市 広報広聴課　村田 充弘 さん 

合同会社 LOCUS BRiDGE　CCO（元 王寺町職員）　村田 大地 さん

外
張
信
数
合

総務省地域力創造アドバイザーなどとして、名張市をはじめ全国各地の取組を支援

市民と連携した情報発信を重視し、グッドデザイン賞や自治体広報DXアワード受賞などに貢献

町職員時代は、広報・PR・議会事務局を担当。マニフェスト大賞 2024議会改革優秀賞受賞などに貢貢献

自治体広報AWARD審査員 

シティプロ
モーション
アワード

自治体広報
AWARD

自治体広報AWARD審査員 

シティプロモーションアワード審査委員
シティプロ
モーション
戦略

ま
ち
の
情
熱
サ
イ
ク
ル

な
ば
り
の
未
来
に
タ
ネ
を
ま
く

ま
ち
の
情
熱
サ
イ
ク
ル

なばらぶ指数（まちへの熱量）

➊ 地域推奨意欲

 市民意識調査でみる①・②・③ の平均値を「なばらぶ指数」として進捗管理

まちをお勧めしたい

➋ 地域活動意欲 ➌ 地域活動感謝意欲
まちのために活動したい 活動している人に感謝・共鳴

▼

まちの魅力に気付き
愛着が生まれる

まちの
魅力を発信

まちの
魅力が浸透

まちの
魅力が増大

る

さまざまな魅力が
発信される

まちの魅力を編集
し、まとめる

市の内外に共感・
共鳴の輪が広がる

多様な市民がまちに関わり
たくなる場をつくる

まちの魅力が増え、
まちの価値が高まる

　 
まちを語り
たくなる

 
まちの魅力に
気付く

　 
まちに関わり
たくなる

　 
まちじゅうに

つながりができる

ステージ 1

情熱の喚起

る

情熱の伝播情熱の躍動

情熱の連鎖

ステージ２ステージ３

ステージ 4

まちに集まる資源
ヒト・モノ・コト
をマッチング

魅力を語りたくなる
状況を作り出す

ブランドロゴ
の発信・浸透

広報紙・WEBなど
まちの魅力発信

＃名張感動キャンペ
ーン（P10-11 参照）、
まちの広報室ナバリ
ノ（P23参照）など

ブランドロゴ活用ワーク
ショップ、公民連携窓口、
広報 eモニター など

市民発の魅力
発信を促進まちに関わる　

場の創出・支援

まちのプレイヤーの
活動をサポートする
仕組みの検討・構築

「ばりフェス」　
との連携 など

R4 39.5 ➡ R5 41.9 ➡ R6 43.7

審査員に聞く
評価のポイントと今後の期待

まちの
魅力を知る

ブランドロゴ
の創出（起点）

※所属などは令和 8年３月現在

シティプロモーションアワードで金賞、
自治体広報AWARDで銅賞を受賞！

現場の熱意と冷静な分析が、大きな成果へとつながっていく

名張の未来にどのように効いてくるのか、楽しみです

「まちのエンジンが止まらない状態」をつくり出している

https://www.city.nabari.lg.jp/s010/090/200/20230525132138.html
https://noma.citypromotionaward.com/
https://award-koholab.locusbridge.jp/

